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令和７(2025)年度第２回みよし市学校給食センター運営委員会 会議録 

 

【事務局（杉浦）】 

本日は、ご多用の中ご出席いただきありがとうございます。ただ今より「令和７年度

第２回みよし市学校給食センター運営委員会」を開会いたします。 

初めに礼の交換をします。皆様ご起立ください。 

一同礼。ご着席ください。 

本日、三吉小学校給食主任足立様、三好丘中学校給食主任片山様、学校医大澤様、保

育園父母の会代表谷様より、ご欠席のご連絡をいただいております。西田様は出席の予

定ですが未だ来られていません。なお、片山様の代理として三好丘中学校引地様に出席

いただいております。 

従いまして、代理の方を除き、本日の委員会にご出席いただいた委員の人数は、12名

です。これは、みよし市立学校給食センター管理規則第９条第２項に規定する定足数の

過半数を超えていますので、本委員会は成立しましたことをご報告いたします。 

なお、本日の会議は公開となっておりますが、傍聴の申し出はありませんでした。 

それでは、ここからは、管理規則第８条第３項の規定により、黒田委員長に進行をお

願いいたします。 

 

【黒田委員長】 

それでは、次第に沿って進めて参ります。「議事１令和８年度学校給食献立について」 

事務局から説明をお願いします。 

 

【事務局（近藤栄養教諭）】 

令和８年度給食献立年間計画について説明させていただきます。資料１．２ぺージを

ご覧ください。 

月目標は７年度と変更はありません。それに伴い、献立作成のポイント、行事食、旬

の食材、地場産物等も計画に沿って進め、献立表などで紹介していきます。 

各学校からのリクエスト献立ですが、学校順に予定を決めさせていただきました。１

０月，１１月，１２月，１月，２月に実施します。献立作成の関係や材料の注文の関係

で締め切り予定も明記させていただきました。給食委員会の活動の一環として取り組ん

でいうただければ幸いです。現在、各学校には食に関する指導の全体計画、年間計画が

作成されています。その中には、月目標や教科との関連なども含まれています。それに

沿って進めていただけるとありがたいです。 

以上ですが、８年度も安心安全な、そして楽しい給食となるように年間計画に基づい

ていろいろ工夫しながら進めていきたいと思っています。 

どうぞよろしくお願いします。  以上です。 

 

【黒田委員長】 

ただいま、「令和８年度学校給食献立について」の説明がありました。 

質疑のある方は、挙手の上ご発言をお願いいたします。 



 

【足立委員】 

給食用非常食救給カレーの来年度もありますか 

 

【事務局（杉浦）】 

来年度も実施予定となります。 

 

【事務局（林）】 

このあとの令和７年度学校給食業務実施状況の中で詳細を説明させていただきたい

と思います。 

 

【黒田委員長】 

ほかにも質問等ありますか。 

私からも質問をよろしいでしょうか。昨年度と比べて、米粉パンの使用が減っていると

感じます。半分くらいになっており値段の関係かと推測しますがいかがでしょうか。 

次に、前回の会議でも意見を出したと思いますが、二月の月目標に「好き嫌いをなくそ

う」とありますが、早めに実施し児童生徒の指導にあたりたいと思っており、また二月

に入っていますが、前半に持ってくることは難しいでしょうか。 

 

【事務局（林）】 

米粉パンは子どもたちにも人気だということは承知しておりますが、価格が非常に高

くなっており、来年度さらに値上がりする見込みです。そういった観点から申し訳ござ

いませんが回数を減らさせてもらいます。 

 

【事務局（近藤栄養教諭）】 

「好き嫌いをなくそう」という２月の目標は年度の最初にという思いもありますが、

４月から６月を見ていくと、給食について知ってほしい、マナーも身支度から食べるま

で知ってほしい、６月は虫歯予防デーで歯や口の衛生週間なので、７月くらいにはでき

そうですがいかがでしょうか。学校のいろいろな指導に沿って決めていきたいと思って

おり、まだ案の段階ですので、ご意見を賜りたいと思います。 

 

【黒田委員長】 

給食を指導するうえで、定着してきたころに出すよりも最初からできるとよいと思い

ます。もちろん無理強いするわけじゃないですが、給食とはそういうものだと意識でき

るといいねという指導をしていきたいし、後半になると指導が定着してきて、なかなか

そこから好き嫌いをなくそうという指導はしにくいと私は思います。他の方はいかがで

しょうか。中学校はどうでしょうか。 

 

【足立委員】 

４月の指導が大事になってきます。食育もそうですし配膳をこういう風にやっていこ



うとなり改善をしていくのですが、かといって初めについた習慣はなかなか変わらない

です。しかし、４月にこれを入れるより例えば９月からとか、もっと早い時期が良いと

思います。 

 

【事務局（近藤栄養教諭）】 

前半で考えてみたいですが、小学校はいかがでしょうか。 

 

【石井委員】 

７月の暑さに負けないという目標はやはり７月だと思います。そう考えると、きっと

夏休み中は嫌いなものは食べないで好きなものしか食べない生活をしているだろうか

ら、休み明けの９月に「好き嫌いをなくそう」を持ってきてもいいのではないかと思い

ます。 

 

【事務局（林）】 

ではいただいたご意見で検討し、修正したものを校務支援システムでお送りします。 

 

【黒田委員長】 

もう一点資料の中で９月の一番右側にリクエスト献立の紹介がありますが１月の間

違いではないか。 

 

【事務局（近藤栄養教諭）】 

記載ミスです。修正したものを送らせていただきます。 

 

【黒田委員長】 

ほかにはよろしいでしょうか。 

続いて、 「議事２ 令和７年度学校給食業務実施状況について」 

 事務局から説明をお願いします。 

 

【事務局（杉浦）】 

「令和７年度学校給食業務実施状況について」説明させていただきます。資料２をご

覧ください。前回の会議で、今年度の事業計画についてお伝えしておりますが、その進

捗状況をご報告いたします。 

まずは「１学校給食運営事業」、（１）調理場内の衛生管理です。学校給食の調理業務

は、文部科学省の学校給食衛生管理基準に基づき進めることとなっています。①から③

は、愛知県学校給食会による食器や食材の検査です。今後予定しているものもあります

が、細菌数の検査や調理場の使用方法、器具の取扱いが適正かどうかの点検等を行いま

す。④は、愛知県薬剤師会による水道水・給湯水の検査を年３回行います。⑤は、学校

薬剤師に年３回調理場を見ていただき、衛生管理の状況が適正かどうかご指導をいただ

きます。 

実施済みの検査の結果はいずれも良好で、適正な衛生管理を行い給食の調理ができて



いることの確認をとっています。 

(2)職員の衛生管理です。毎月の腸内細菌検査と、ノロウイルスの流行期におきまし

ては、月１回ノロウイルスの簡易検査を職員全員に行っており、適正な体調で調理また

は事務にあたっていることの確認をとっています。 

次に、給食センターの維持管理、施設、設備関係の事業です。 

(1)施設の工事・修繕としては、①夏休み中に建設当初から使用していた空調機器の

更新工事を行いました。調理作業に係る箇所は８月末までに終わることができ、予定通

り９月には給食を再開することができました。 

同じく夏休み期間中に②調理場前室手洗い器取替修繕と③放送設備機器修繕工事を

行いました。 

(2)備品購入では、蒸気回転釜の更新を行いました。11台のうち前年度に2台、今年度

は４台更新しました。来年度以降で残り５台を更新する予定としています。 

続きまして、３その他の事業としまして、(1)給食用非常食の「救給カレー」という

レトルトカレーを10月10日に提供しました。防災の日の給食として、各学校で保管して

ある救給カレーを食べてもらい、災害などの非常時体験の一環として実施しています。

この日の喫食数に応じて、次年度用に購入したものを納品し、引き続き各学校にて保管

していただいております。 

また、(2)学校訪問事業は、給食センターの調理員と栄養士が、全国学校給食週間の

期間に南部小学校、三吉小学校、黒笹小学校、三好中学校の４校にお邪魔させていただ

きました。こどもたちにとっては、普段見ることのできない給食調理の現場を知ること

ができ、感謝の気持ちや残さず食べることの意欲につながったのではないかと思います。

調理員にとっても、普段は子供たちの食べている姿を見ることはできないので、貴重な

機会をいただき、今後の調理の励みになりました。受け入れていただいた学校の皆様に

この場を借りて感謝申し上げます。ありがとうございました。 

次に、給食調理等委託事業です。一般財団法人みよし市学校給食協会に給食の調理全

般の業務を委託して行っています。食数は予定ですので、実際に食べた食数で３月に精

算し、変更契約を行う予定です。 

実績見込みの表１の３行目「給食中止等」の詳細が表２です。通常給食は前月の10日

頃までに人数を報告いただき、発注等準備を行っておりますが、台風で急遽給食が中止

になった場合、インフルエンザなど、学級閉鎖で給食が中止になった場合、出来る限り

食材のキャンセルを手配します。前日の午前10時までに学校からセンターへ連絡が入れ

ばキャンセルできるものも多いですが、キャンセルができない食材については、廃棄処

分となり市が材料費を負担することとしています。今年度に関しましては、台風による

給食中止はありませんでした。5月の連休の合間で予定していた行事食の特別なデザー

トについては、予定より大幅に食数が減ったためその差額を市が負担することとしまし

た。学級閉鎖では、キャンセルが間に合わなかった食材の分、費用が発生しました。救

給カレーの予備分についても市が負担しました。 

「５給食協会運営補助事業」は、給食協会の運営に必要な人件費、事務費等は、補助

金として市から協会へ補助しています。こちらは、年度末に精算を行います。 

ここまでが、今年度の事業の実施状況になります。 



続きまして、６「令和８年度予定」のうち、例年と異なるものについて抜粋しました。 

まず（1）中央監視装置の一部を更新します。調理場内にある機器ではないため、施

設運営に影響を与えない時期に実施する予定です。 

また、(2)蒸気回転釜を更新します。高額なため、来年度は４台を更新し、残る１台

も順次更新していく予定です。 

(3)給食用非常食について、来年度は全校一斉で短時間授業の日となる見込みの日が

ありますので10月28日に実施する予定です。 

令和７年度の学校給食業務実施状況については以上になります。 

 

【黒田委員長】 

ただいま、「令和７年度学校給食業務実施状況について」の説明がありました。 

質疑のある方は、挙手の上ご発言をお願いいたします。 

 

【足立委員】 

先ほども質問した非常食のことですが、避難など教育的には高いと思いますが、これ

からも続けてもらいたい反面、その日の給食は中学生としては厳しい。それもいい勉強

ではあるのですが、苦しさはあり、この日は午前中で下校の日だとかが良いです。今年

度の１０月１０日は早帰りで良かったと思っておりました。ちょうど学校では日課を見

直しているところであり、学校ごよみを作っているところでありまして、この日は給食

用非常食になりそうだ、という日をもっと早めに教えてもらえるならそれに合わせて日

課を合わせていけるかもしれない。１１月末から１２月初めごろに教えてもらえれば対

応できると思います。 

もう一点、来年度の各学校の日程を見たときに前期の最終日が午前で下校や５時間で

下校など、早帰りする学校が多いと思います。その日に当ててもらえるのがいいと思い

ます。お腹が空くという経験も大事なので迷うところではありますが、あとはお任せい

たします。 

 

【事務局（林）】 

そういった意見は昨年度からありましたので、以前は防災の日と固定していたものを

できるだけ時間の短い日課の日に実施できるよう本年度代えさせてもらいました。１０

月１０日に実施しましたが、たしかそのあと全校一斉で早帰りする日があったような覚

えがあり、その日に当てればよかったと思っておりました。研究発表だったと思います

が、そういった日はぎりぎりにならないとわからない。 

 

【黒田委員長】 

その後は、毎年前期終業式の日にしましょう、という話になったと思っておりました

が、来年度違う日になっていましたので、疑問に思いました。 

 

【事務局（杉浦）】 

今年の１０月１０日に設定したときに、知らなかったからその日は通常日課となって



いる学校もあり、決まったならしょうがないといったことを聞きましたが、そもそも今

年度の前期終業式の日に全学校が早めに帰れたのか、給食センターとしては把握できて

いません。 

 

【事務局（林）】 

前期終業式の日は全校早帰りで良いのでしょうか。今年は違ったと思うのですが。 

給食センターとしては調べられる範囲で全校早帰りの日で設定させてもらったつも

りです。 

 

【事務局（杉浦）】 

来年の１０月２８日は教職員の研修があり早帰りをすると市教委にききましたので、

その日にしました。もし前期終業式に全学校が早帰りするなら、毎年その日にしたほう

が学校としても合わせやすいとは思いますが、数校は早帰りではなかったと思います。 

給食センターとしては学校ごよみが出来上がってからでないと各学校の予定が分か

らないので、学校の予定に合わせることが難しいです。市の研修なら既に決まっている

ので、その日なら合わせることができます。 

 

【事務局（林）】 

救給カレーの日を決めて各学校にその日に合わせてもらうのは当然難しいと思いま

す。 

 

【黒田委員長】 

来年度のこの日は全校早帰りが見込まれるということですね。わかりました。 

他にはよろしいでしょうか。 

続いて、「議事３ 学校給食費について」 

事務局から説明をお願いします。 

 

【事務局（杉浦）】 

「学校給食費について」説明させていただきます。資料３をご覧ください。 

まず、現状について説明させていただきます。前年度より継続しております給食費無

償化により児童生徒分については市の負担とし、教職員や試食会参加者については、食

材料費の全額を給食費としてご負担いただいております。令和６年度より米の価格など

物価上昇により食材料費の上昇は今もなお続いており、今年度は年度途中で食材料費を

増額し対応してまいりました。 

給食の献立は主食である白飯やパンと牛乳、おかずである副食の３つで構成されてい

ます。主食と牛乳は愛知県下統一価格になっており、来年度４月から米の価格がさらに

値上がりする可能性があるとの情報もあります。そこで、来年度は値上がりする米の使

用回数を減らし、比較的価格の安いパンなどを増やすなど、今と同じ費用で賄えるよう

試行錯誤しているところではありますが、副食材料の物価上昇もまだ落ち着きが見られ

ず、値上がりが続けば同じ献立を継続することも困難になる状況にあることは変わりま



せん。必要があれば、年度途中の値上げも検討すべきと考えていますが、現時点で来年

度は今年度と同額で実施する予定としております。 

学校給食は、文部科学省告示で定められた１食当たり摂るべき栄養価を守りつつ、食

育の面でも季節の行事や地産地消への取組、様々な楽しい食体験を経験してもらうこと

や食に関する指導と連携し、望ましい食生活を学ぶための「生きた教材」としての重要

な役割を担っています。この意義を損なうことなく、給食センターとして適切な質と量

を守り、安心安全な給食を提供できるよう、これからも努力してまいります。 

以上です。 

 

【黒田委員長】 

ただいま、「給食費について」の説明がありました。 

質疑のある方は、挙手の上ご発言をお願いいたします。 

 

【事務局（林）】 

 補足をさせていただきます。給食費ですが、主食の価格はまだ県から提示されており

ません。決まりましたら主食の種類を変えたりして対応していきます。価格が確定した

時点で再度調整したうえで、不足が生じると判断したときには、年度途中になる可能性

もありますが、値上げを検討させていただきたいです。よろしくお願いいたします。 

 

【黒田委員長】 

 主食の価格はいつ出ますか 

 

【事務局（林）】 

 ３月です。おそらく上がるだろうということは聞いていますが、どれだけ上がるかは

未だ出ていません。物価高騰も収まっていないところで、水不足でキャベツの出来が悪

いという情報もありますので、野菜などの価格も上がる可能性があります。 

 来年度に関しては、今年度と同じ価格で質と量を変えずに栄養価が取れるよう栄養教

諭の先生方が苦慮しながら工夫して対応する予定です。 

 

【坊農委員】 

二点お願いします。まず、値上がりのことですが、牛乳を減らすことはできますか。

毎日ではなく、週何回とかお茶をだすなど変更できますでしょうか。もう一点、小学校

と中学校の先生で食材料費が違うのは、小学校の先生のほうが少ないからでしょうか。 

 

【事務局（林）】 

金額の基準は小学校の高学年量と中学生量と違いがあります。先生方もその量でお

願いしております。 

 牛乳の価格は一般の市場価格よりかなり低く提供してもらっています。代替製品と

なるとそのほうが高くなります。牛乳が飲めない子もいますが、カルシウムを取るの

に必要なものになるので、なるべく使っていきたいと思います。 



 

【事務局（近藤栄養教諭）】 

学校給食は主食・牛乳・副食で完全給食となっているので、牛乳は付けなくてはいけ

ないとなっています。小学校１年生から中学校３年生まで200mlの量は同じですが、パ

ンの日でもごはんの日でも付くことになっています。それをやめることは規則の中でで

きないので、寒い日も牛乳を飲んでもらっています。 

 

【黒田委員長】 

他に質問はありますか。ないようですので、本日、提出されました３件の案件につき

ましては、全ての審議を終了しました。 

皆様には、議事進行にご協力をいただき、ありがとうございました。 

これで委員長の職を閉じさせていただきます。 

 

【事務局（杉浦）】 

黒田校長先生、ありがとうございました。 

委員の皆様には、慎重なるご審議をいただきありがとうございました。 

今年度の学校給食センター運営委員会につきましては、今回で終了となります。委員

の皆様におかれましては、１年間ご協力をいただきありがとうございました。 

令和８年度の第１回運営委員会につきましては、7月頃を予定していますが、来年度

委員となられる皆様へ改めて通知をさせていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

以上をもちまして、「令和７年度第２回みよし市学校給食センター運営委員会」を終

了させていただきます。 

皆様ご起立ください。 

 

（全員起立）一同礼 

 

ありがとうございました。 

（午後２時３５分終了） 


